






場 を掲載 して裁けるお話を伺って,感激 をしたも
のの第2号の岡山大学医学部等の記事 を拝見させ
て載 き,私共と格式が違 うのでお断 りすべ きだが




昨年12札 第6回研究会が催され,｢小 川膝 上
先生の動物実験 と私｣および各施設の ｢′実験動物











































ギ等の各種抗血清の採取 をする為の受 託飼育 を始





































殖している｡ ウマ ･ヤギ ･イヌ等の他は必要に応
じ,日生研よりミニブタ･ニワトリ･ウズラ等を
搬入し対処している｡
Ⅵ.非臨床試験センター
当研究所会員の多くの方々が,実験動物を使用
して多くの研究をされている試験と同様に,当所
もウサギを中心に薬理試験並びに毒性試験を受託
し実施 している｡
受託試験の内容はウサギの特性を利用した発熱
性物質試験,局所刺激性試験,輸液 ･坐薬等の毒
性試験,催奇形性試験等であり,モルモットを用
いた試験では,局所刺激性試験が多く,イヌを用
いた試験では薬物動態試験に主力をおいている｡
その他ウマ ･ヤギ ･ウサギを用いた各種抗血清
の株取,ミニブタ･ニワトリ･ウズラを用いた薬
理 ･毒性試験を短期に廉価で正確に実施している｡
特にイヌを用いた薬物動態試験は臨床薬理試験
への入門として当研究所が特に力を入れていると
ころである｡
Ⅶ.臨床薬理試験センター
ラビトン研究所の現在の事業は,ラビトン牧場
の実験動物の生産販売及び受託飼育,そして非臨
床試験センターの動物による一般の薬理 ･毒性受
託試験とともに,臨床薬理試験センターが管理し
ている,健常人による臨床薬理試験の受託業務で
ある｡当研究所は臨床薬理試験専門の医療機関で
ある大阪臨床薬理研究所 (大阪府吹田市春日4-12
-ll)の受託業務の管理を行っている｡
ⅦL おわりに
新薬開発課程の最重要部門である,健常ヒト試
験 (第1相試験)は良質の実験動物を使用して完
全を動物実験を実施 して載いて,正しい基礎デー
タの上で射すればヒトでの安全性が保証されませ
ん｡当研究所は,これ等基礎から臨床への一連を
追って日夜懸命の努力を致しております｡
会員皆様方のより一層の信頼性おける動物実験
をご期待致しますとともに,当研究所へのご指導
ご鞭鍵をご依頼 してラビトン研究所の紹介を終ら
せて載きます｡
(会員,賛助会員)
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